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１．組織の概要

事業者名　　　　福吉塗装株式会社　

代表者氏名　　森　大輔　

環境管理責任者・担当者及び連絡先　

環境管理責任者　　吉田　和樹　 　

担当者　　　　　　　　古橋　知佳

連絡先　　　　　　　　〒216-0011　　神奈川県川崎市宮前区犬蔵1-6-40

Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　　　　　　044-975-0221（TEL）　044-975-3252（FAX）　

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　mail＠fukuyosi.jp

所在地

本社　〒216-0011　　神奈川県川崎市宮前区犬蔵1-6-40　

資材置場　　　　　　　　川崎市宮前区犬蔵1-7-21

事業内容　　　　塗装工事、防水工事　

事業の規模　2022年度（2021年10月～2022年9月）

売上額　　　　　　　　８億44万円

工事件数　　　　　　　146件

従業員数　　　　　　　17名

事務所床面積 150㎡

資材置場面積　　　250㎡

２．対象範囲

（1）認証・登録対象組織　

本社、資材置場

（2）認証・登録対象活動

塗装工事、防水工事
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３．実施体制図

作成2021年9月7日

 

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示
　　＊下請等の協力会社作業員含む

従業員
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

実施体制及び責任･権限表

代表者

森 大輔

環境管理責任者

吉田 和樹

ＥＡ２１事務局
古橋 知佳

工事部門責任者
緒方 伸行

経理部門責任者
古橋 知佳
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４.環境経営方針

環境経営方針

基　本　理　念

福吉塗装株式会社 は事業活動の環境負荷を認識し、

地域の豊かな自然を次世代に伝えます。

そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、

循環型社会の構築と地球温暖化防止の活動に継続的に取組みます。

行　動　指　針

1. 当社の事業活動による環境負荷削減を実行する為に、下記の

行動指針を定め全従業員で取り組みます。

 ①　電力・化石燃料の節減による、二酸化炭素排出量の削減

 ②　節水による水使用量の削減

 ③　廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進

 ④　自社請負工事における環境配慮型工法の促進

 ⑤　地域貢献活動の推進

2. 環境関連法規・条例・その他規制を遵守する。

3．環境経営の活動は、継続的改善を実施します。

4. 全従業員にこの環境方針を周知します。

2021年9月15日 制定

　　　　　福吉塗装株式会社　代表取締役　森　大輔
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基準（実績） 年度目標

2020年度 2022年度

1%削減 2%削減 3%削減

51,294.8 50,781.9 50,268.9 49,756.0

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

1%削減 2%削減 3%削減

14683.7 14536.8 14,390 14,243

 kWh kWh kWh kWh

1%削減 2%削減 3%削減

14,427 14,282.9 14138.67 13994.39

 L L L L

1%削減 1%削減 1%削減

3205.4 3173.3 3141.3 3109.2

 L L L L

1%削減 2%削減 3%削減

1,215 1203.2 1191.1 1178.9

 L  L  L L

1%削減 2%削減 3%削減

17.5 17.3 17.2 17.0

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

1%削減 2%削減 2%削減

188.8 186.9 185.0 185.0

㎏ ㎏ ㎏ ㎏

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

（対全建設廃棄
物排出量）

データ無し データ収集 1%増加 2%増加

1%削減 2%削減 2%削減

215.2 213.0 210.9 210.9

m3 m3 m3 m3

（塗料、有機
溶剤等）

（塗料、有機
溶剤等）

（塗料、有機
溶剤等）

（塗料、有機
溶剤等）

適切な管理を
行う

なし データ収集 1%増加 2%増加

注(1)購入電力のCO2排出係数：0.442kg-CO2/kWh
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2022年度 2022年度

・電力使用量の削減 基準値に対し 1 ％削減

・化石燃料の削減

・ＬＥＤ照明への切り替え　 基準値に対し 1 ％削減

・パソコン管理（電源Off）の適正化

・エアコン温度設定最適化

・アイドリングストップの実行 基準値に対し 1 ％削減

・エコドライブの推進

・夏季以外のカーエアコンの抑制

基準値に対し 1 ％削減

・アイドリングストップの実行

・エコドライブの推進

基準値に対し 1 ％削減

・適切な衣服調整

・こまめな暖房停止

基準値に対し 1 ％削減

・時間を決めて使用する

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

※〇：目標達成、×目標未達

※二酸化炭素排出係数0.489kg-CO2/kWh（大和ハウス）・0.452kg-CO2/kWh（東京電力エナジーパートナー）を適用した。

６．環境活動計画、環境目標の実績、取組結果と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その評価及び次年度の取組内容

環境配慮施工推進してゆきま
す。

達成
区分

一般廃棄物の分別を徹底し、
削減に取り組む。ペーパーレ
ス化を進める。

分別や、リサイクルにて再資
源化率の向上に取組む

社員全員で、引き続き節水に
取組みます。

〇

〇

引続き適切管理を行なう。

×

―

アイドリングストップ・エコ
ドライブの実施により削減達
成できた。

〇

×

〇

〇

現場までの距離及び車輛が増
えた為、目標未達となった。

実績
環境活動計画

L／年

11,330.1

14.0

（2021年10～
2022年9月）

17.3

L／年

14,282.9

○

評価及び次年度の
取り組み内容

引続きこまめな電気のON/OFF
管理及びエコドライブに取組
んでいきます。

今後も温度設定の最適化を徹
底する。

14,441.0

kg-CO2／年

48,341.0

kWh／年

（2021年10～
2022年9月）

○

6 環境配慮施工推進

％／年

5
PRTR法対象の化学物
質使用量の削減

・水溶性塗料への切り替え
・代替有機溶剤の調査
・適正管理を行う

データ収集 277.0

㎥／年 ㎥／年

・対象環境配慮施工の特
定
・環境配慮施工の新規開
発

現場 ― 40.5

適切な管理を行う 適切な管理を行う

万円

4 水使用量の削減 213.0 187.0

・エコ水栓器具へ交換
・配管水漏れチェック

186.9

・一般廃棄物の分別

・分別の細分化
・分別の徹底

258.4

kg／年 kg／年

現場での暖房機器の使用が少
なかった。

引き続き削減に取組みます。

2

3

廃棄物排出
量の削減

再資源化率
の向上

㎥／年 ㎥／年

化石燃料使
用料の削減

一般廃棄物
の削減

1.2

二酸化炭素
排出量の削
減

3,173.3 3,339.3

L／年

1,203.2

L／年

ガソリン使用量
の削減

軽油使用量の
削減

灯油使用量
の削減

都市ガス市
使用料の削

減

電力使用量
の削減

54.0

L／年

L／年

14,536.8

kWh／年

Ｎｏ 環境方針・目標項目

50,781.9

㎏-CO2/年

1

事務所

電力・化石燃料

1.1

　目　標
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適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

８.代表者による全体評価と見直しの結果・指示
（１）全体評価

昨年度よりエコアクション２１を構築し、目標の達成状況、計画の実施状況及び

法規等の遵守状況を見る限り、主要な環境活動は概ね実施できておりますが、

更なる省燃料化の実践が必要であると考えております。

価格高騰も近年の課題となり、環境経営活動の実行と環境関連法規に対応し、

活動の推進に務めていきたい。

（２）見直しの結果

1.二酸化炭素の排出、電力使用量の削減は目標を達成し今後、さらに社員の

意識改革、さらなる取組の実施が必要。化石燃料の削減はおおむね目標を達成しているが、

軽油を使用する、車両の使用については昨年同様の改善が必要である。

2.一般廃棄物量の削減については、ペーパーレス化を徹底し引続き、分別の徹底に取り組む。

4.水使用量の削減は、今年も目標を達成できた。

5.PRTR法対象の化学物質使用量の削減については適正な管理を今後も続けていきたい。

6.環境配慮施工の売上増に向けて、さらに見合った仕様の推奨を行っていきたい。目標は

継続する。

社員一人一人の意識の更なる向上を目指し、社内徹底に努めて参ります。

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理

消防法（危険物） 指定数量以上の危険物（塗料、有機溶剤）保管等

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

自動車Noｘ・ＰＭ法 所有車両
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